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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はチロシンプロテインキナーゼをコードしており、肥満細胞の脱顆粒および赤血球分化の調節に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年7月],触媒活性：ATP + a [protein]-L-チロシン = ADP + a [protein]-L-チロシンリン酸。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrプロテインキナーゼファミリー。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrプロテインキナーゼファミリー。SRCサブファミリー。,類似性：1つのプロテインキナーゼドメインを含みます。,類似性：1つのSH2ドメインを含みます。,類似性：1つのSH3ドメインを含みます。,サブユニット：リン酸化LIME1およびBCR活性化時にCD79Aと相互作用します。エプスタイン・バーウイルスLMP2Aと相互作用する。TGFB1I1と相互作用する。SH2およびSH3ドメインを介してMUC1と相互作用する。この相互作用はIL-7によって刺激され、その後のリン酸化によってMUC1とCTNNB1/β-カテニンとの結合が促進される。SH3ドメインを介してPPP1R15Aと相互作用する。,組織特異性：原発性神経芽腫で発現する。,
	研究分野
	ケモカイン、B細胞抗原、FcイプシロンRI、FcガンマRを介した貪食作用、長期抑制、ヘリコバクターピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達。
	画像データ
	

	Lyn（リン酸化Tyr507）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	Lyn（リン酸化Tyr507）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Lyn（リン酸化Tyr507）抗体を用いた、H2O2 100uM 30分処理したK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のPhospho-Lyn（Y508）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：1000希釈のPhospho-Lyn（Y508）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

